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『未来に灯そう希望の光り』
Let's illuminate the light of for the future 
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いよいよクリスマスです。2023 年もあと僅かとなりました。
子供の頃はクリスマスの意味も分かっていませんでした。クリスマスとなると何故か、よそ行きの
服を着せられ教会に行かされる。25 日の朝は目を覚ますとクリスマスツリーにプレゼントが置いて
ある。プレゼント happy ！　これが自分のクリスマスでした。
イブ礼拝はキャンドルサービスです。子供の頃はそれだけで感激でした。手持ちのキャンドルに火
が灯されると髪の毛に火をつけて騒いだりと自分の悪行から司祭に礼拝堂からつまみ出され、司祭
からしっかりとクリスマスでのキャンドルサービスについてお教えを頂いた事を思い出します。
クリスマスは救世主イエスキリストの生誕日です。私達は聖壇に灯した希望の火を手渡された小さ
なキャンドルに繋げ、イエスの誕生の喜びや希望を隣人に伝え、大きな光にして、世の中の暗闇照
らすもの。
私達の活動はこの言葉を実践しています。『隣人に寄り添う』この精神を軸に喜びを持って奉仕をさ
せて頂く。この 9月より皆様の部会に参加をさせて頂き強く感じることができました。
地球上では戦争や天災等では計り知れない悲しみや、苦しみを弱い立場の人が受けなくてはならな
いのか・・・・
先日の人質解放の報道を見ながら目に涙が浮かびました。解放されるまでどんなにか辛い日々を送っ
ていたのか想像すらできません。
神様　今現場に来て苦しみの中にいる仲間を助けて下さい。心から全ての神に祈ります。
平和を熱望するワイズメンだからこそ、私達の出来る御業を継続して参りましょう。我等の愛に満
ち溢れた活動は社会を平和に出来ると信じます。
私達は国籍、ジェンダー、宗教に囚われない団体です。
社会がよりワイズメンクラブ＆YMCA を認めて頂ける様に、世界の仲間とクリスマスを迎えるに当
たり、平安な世界が与えられる様に進んで参りましょう。
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1２ 西日本区強調活動月

ＣＥ
「それぞれ賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの善い管理者
として、その賜物を生かして互いに仕えなさい。」ペトロの手紙Ⅰ 4-10
タレントを生かして社会の必要に応えましょう。

の
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西日本区クリスチャニティー委員会
委員長　福永 君二　（米子ク ラブ）

先般、京都クラブブリテン 11 月号を拝見しました。その巻頭に元京都部クリスチャ
ニティー委員の高田敏尚メンが「ワイズはそんなにキリスト教を気にしなければなら
ないのか」と題して、仏教とキリスト教の対比を通じて、ワイズ・YMCA・キリスト
教について非常に分かり易くお話しされている文章に触れることができました。
私自身も 10 月の第２回西日本区役員会の早天礼拝で、「真言宗の十善戒」と「モーセ
の十戒」を比較して、宗教の普遍性として人と人との関係で、体・心・言葉の行いに
おいて小さくされた人々に寄り添うことの大切さをお話ししました。
　キリスト教は、ユダヤ教から生まれた教えです。2000 年の昔、キリスト・イエスは、
律法に縛られたユダヤの生活が、律法を守ることができない小さくされた人（子ども、
女性、伝染病に侵された人、徴税人、羊飼いなど）を神の救いから遠ざけていること
を憂い、『隣人を自分のように愛しなさい』との教えを述べると共に、生涯ご自身の
行いを通じて小さくされた人に寄り添うことの大切さを示されました。
ユダヤ教徒であったキリスト・イエスの行動がキリスト教の原点・キリスト教の始ま
りであり、弟子たちによって世界中にそのことが伝えられて今日に至っています。キ
リストの教えは、私たちにわかる言葉で書かれた新約聖書にあらわされています。聖
書は世界中の言語に翻訳され、世界共通の価値観となっています。
これまでキリスト教にあまり触れる機会の無かった方も、日本文化の伝統的な生き方・
考え方を振り返る上で、きっと学ぶ意義があるはずです。キリスト教の持つ道徳観や
倫理観、人が互いに愛し合い生きていく上での哲学に、触れ・学び・知るという視点で、
「強要」ではなく「教養」としてキリスト教とお付き合いいただければこんなに嬉し
いことはありません。

「CE「クリスチャニティー」に寄せて」

ＩＢＣ・ＤＢＣ
締結しているクラブ間で積極的な交流を図り、協働事業も検討してみましょう。
締結していないクラブはお見合いコーナーなどを活用し締結を検討しましょう。

2023-2024 年 西日本区 国際・交流事業主任
　牧野 万里子（京都ウエスト）



今月の聖句

「私の場所はある」

クリスマスの出来事です。人口調査のため身重のマリアを連れてベツレヘムまで旅をし
た２人。そこには「泊る場所がなかった」と聖書はしるしています。過酷な状況の中、
宿屋には泊まる場所がなかった。しかし神は家畜小屋にその場所を与えられたのです。
ある方の話です。先代から受け継いだ土地にマンションを建てることになった。２人姉
妹なので、妹に財産の一部をお金で渡すことにした。ところが「新しく建てるマンショ
ンに１部屋をほしい」と言われたそうです。すでに故郷をはなれて多くの年月がたった。
そこに帰ることはないけれど、わたしの場所をそこに確保していてほしいと。「私の場所
をなくさないで」と。
「宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである」と聖書にはあります。身重のマリア、
いつ子どもが生れてもおかしくない旅。そんな状況の中で神は宿屋に場所はなくても、
飼い葉桶に場所を用意してくださっていた。私たちに必ず場所を用意してくださる。そ
こが故郷であり、私たちの永遠の場所なのです。飼い葉桶に寝かされたイエス。
クリスマスおめでとう。

聖書の小窓

西日本区チャプレン　立野泰博
�

宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。
ルカによる福音書　2章 7節
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部会報告

2023 年 10 月 9 日 ( 月・祝 ) に大阪 YMCA 土佐堀会館２階ホール

において 109 名の参加で開催することができました。前日には大

阪 YMCAインターナショナル チャリティランが花博記念公園鶴見

緑地で行われ晴天の中、無事に終了いたしました。そして、部会

当日の午前中には大阪西クラブの「清水誠二郎ワイズの偲ぶ会」

を行っていただき、これも無事に終わりまして感謝いたします。

いのちの電話の講演部会開催におきましてセンテニアルクラブの

皆様方を始め中西部のクラブの方々のご協力に寄りまして開催を

行えましたことに感謝いたします。　有難うございました。

第 1 部におきましてはバナーセレモニー、ご来賓の方々の祝辞、Ａ

Ｉを使いましての主査の報告と滞りなく進めることができました。

第 2 部の「関西いのちの電話」は日本で 2 番目にできました「い

のちの電話」で今年 50 周年を迎えられました。丁度この時期に講

演を行っていただき感謝です。

音楽の演奏風景第 3 部の佐野多由子さんの音楽ですが、佐野さん

とは土佐堀ＹＭＣＡでの地域活動委員の活動の中で何度か出演し

ていただいており今回もお願いしたわけです。主題「寄り添いの心」

に合わせて音楽の曲目と構成を工夫して頂きました。

今回、部会を開催するにあたりまして多くの方々のお助けにより

開催されましたことに感謝いたしております。　「一期一会」の連

鎖は有難いものです。これからも大切にしていきたいと思います。

中西部部会

いのちの電話の講演

音楽の演奏風景

中西部バナーセレモニー
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周年記念例会予定

日　時　  ２０２４年３月２３日（土）

              １６時００分～１９時００分

              （受付開始　１５：００）

会　場　　ウェスティン都ホテル京都　西館４階「瑞穂の間」

　　　　　京都市東山区三条蹴上　　

               TEL：075-771-7111

               http://www.miyakohotels.ne.jp/westinkyoto/

登録費　　１２，０００円

日　時　   ２０２４年４月２０日（土）

               １７時００分～２０時３０分

               

会　場　　ウェスティン都ホテル京都　

　　　　　京都市東山区三条蹴上　　

               TEL：075-771-7111

               http://www.miyakohotels.ne.jp/westinkyoto/

京都めいぷるワイズメンズクラブ
４０周年記念例会

京都トップスワイズメンズクラブ
３０周年記念例会
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西日本区大会予定

2024 年 6月 7日（金）
前夜祭：ＡＮＡホテルグランコート名古屋

2024 年 6月 8日（土）
区大会：名古屋市公会堂

ワイズメンズクラブ国際協会 第 27 回西日本区大会



西日本区理事事務局からのお知らせ

清水　淳 西日本区書記が無事退院しました。

暫くは自宅療養となりますので、

書記の業務は引き続き理事事務局が対応いたします。

連絡先

理事事務局長　平野　実郎

携帯電話　０９０－３３０３－６２５５

メールアドレス　hirano@shakaikan.com 　までお願いします。

西日本区事務所、冬季休暇のお知らせ

さて、誠に勝手ながら下記の期間を休業とさせていただきます。

期間中はご不便をおかけいたしますが、

何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。

　

よろしくお願いいたします。

記

2023 年 12 月 30 日（土）から　2024 年 1月 9日（火）


